
＜令和元年度第３回希少金属等リサイクルシステム連絡協議会＞



実施期間：宮城県内 Ａ地区 回収分
・県指定１１品目以外
１０月８日～１１月１８日 １０日間

・県指定１１品目
１月６日～１月７日 ２日間

分解作業員：のべ４６名 ３～４名／日

実施内容：小型家電の工具等による分解作業と
分解後の品目の分別・回収
分解・選別作業にかかる時間の計測

対象物 ：県指定１１品目以外 ２，３８８ｋｇ
県指定１１品目 ５１７ｋｇ
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回収品目：有価物 １０種
廃棄物 １２種
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有 価 物 廃 棄 物

①再資源化済品 ②要二次加工品 ③熱回収可能物 ④処理困難物

鉄 基盤類 廃プラスチック ガラスくず

アルミ モーター類 木くず コンクリートくず

ステンレス 電線類 紙類 グラスウール

銅 シュレッダー材 布類 液晶

真鍮 乾電池・ボタン電池

充電器類

安定器類

蛍光管・ランプ

その他ごみ
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回収品目の想定処理フロー
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解体選別作業
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鉄

アルミ グラスウール

廃プラスチック類
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モーター シュレッダー材

基盤類 電線類
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リサイクル率

再資源化済品, 

29.82%

要二次加工品, 

32.04%

熱回収可能物, 

32.24%

処理困難物, 

5.91%

再資源化済品, 

15.18%

要二次加工品, 

59.14%

熱回収可能物, 

25.19%

処理困難物, 

0.49%

県指定１１品目以外 県指定１１品目

有価物割合（①＋②）６１．８６％
熱回収含む（①②③）９４．１０％

有価物割合（①＋②）６１．６２％
熱回収含む（①②③）９９．２７％
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昨年実績との比較リサイクル率

再資源化済品, 

29.82%

要二次加工品, 

32.04%

熱回収可能物, 

32.24%

処理困難物, 5.91%

令和元年度
県指定１１品目以外

平成３０年度
県指定１１品目以外

有価物割合（①＋②）６１．８６％
熱回収含む（①②③）９４．１０％

有価物割合（①＋②）６４．１３％
熱回収含む（①②③）９６．１４％

再資源化済品, 

30.53%

要二次加工品, 33.60%

熱回収可能物, 

32.02%

処理困難物, 3.86%
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【処理結果に関する考察】

・県指定11品目以外の小型家電のリサイクル率は
昨年度のリサイクル率と近い結果となった。

・仮に熱回収可能物を全量サーマルリサイクル化
した場合、有価物と合わせると、再資源化率は
90％を超える可能性がある。

なお、廃棄物中の熱回収可能物のうち、廃プラ
スチックが90％程度を占めている。
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【処理結果に関する考察】

・作業環境の改善により、ある程度の生産性向上
が認められたが、採算性になお課題が残る

・品目毎に解体選別の難易度が異なるため、
平易な品目については就労弱者の就業の機会と
なりうる

・小型家電の体験を通し、ものづくりを学ぶ機会
ができた。教育の場としても活用できる可能性

・災害廃棄物の処理には多くの課題
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